
ネイチャーポジティブに向けて我々は何ができるのか
〜 東大食堂メニュー カーボンフットプリント見える化キャンペーン 〜

東京大学 GX学生ネットワーク (GXSN)

Nature Positive Univerisity（NPU）プロジェクト
Race to Zero 計画 プロジェクト
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GX学生ネットワークとは
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GX学生ネットワーク（GXSN）
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2023
May

東大からアドバイスやサポートを得て、東大のGX推進に取りくむ東大生の集まり

GXSN

常に進化

東大を良くしたい！



GXSNの運営
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Project
● ウォーターサーバー

● プラントベースト食品

● コミュニティガーデン

● サステナビリティウィーク

● Race to Zero 計画

● Nature Positive University

● フードバンク etc.

Working Group
● セントラルカウンシル

● デザイン

学部・学年・国籍 分け隔てなく



　ウォーターサーバー

1. 使い捨てごみを減らし
使い捨て文化を変える 

2. 環境への意識を高める 

3. 持続可能なライフスタ
イルと行動変容を促す

4. キャンパスコミュニティの
福祉と利便性を上げる

Original 
bottle

農学部 3号館 1F

駒場I
駒場Iに13台 → 各研究科で導入
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サステナビリティウィーク

身近な取り組みを通して
東大生がサステナビリティについて
考えるきっかけを創りたい

主催
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● UTokyo Sustainable Network（UTSN）

● GX推進分科会
● 気候と社会 連携研究機構（UTCCS）
● エネルギー総合学 連携研究機構（CROCES）
● 未来戦略LCA 連携研究機構（UTLCA）

● 東京大学 消費生活協同組合（COOP）

共催

後援

* 今年は4月に筑波大・お茶の水大・農工大と同時開催

サスティナビリティに取り組む
教員・学生のトークリレー
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Nature Positive University（NPU）

1. 使い

東大でも「ネイチャーポジティブ・アクション」を推進
10

キャンパス / コミュニティ / 地域
/ サプライチェーンなどにおける

「ネイチャーポジティブ・アクション」
を目指す人が500以上の大学から参加

Universities Countries Pledges Student
ambassadors

Global パートナーシップ
＆

Global ネットワーク



1. 使い
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NPUの参加大学

Member

Pledged

Student ambassador

東京大学

筑波大学

千葉商科大学

137大学が Pledged
 ベースライン分析 → 目標設定 → 活動 → 年次報告
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 02
NPUプロジェクトの活動



東大NPUプロジェクトの計画 

• 生物多様性モニタリング/
監査の実施

• 報告書の作成
- 炭素の隔離/貯留
- 生物種のインベントリ 

• データ収集
- 食品購入 (COOP）
- 調達（Race to Zero チーム）

• 生物多様性フットプリント
算出

• 東京大学の生物多様性戦略 & 行動計画（UTBSAP）の策定
ベースライン・SMART目標 etc.  → まずは各キャンパス・研究科/所からでも

• 将来的に国際的な基準や報告制度との整合化  Ex. SBT for Nature, CDP, TNFD

キャンパス・大学所有地の
Biodiversity
: ベースライン調査 

運営・サプライチェーンの
Impact
: フットプリント分析

Strategy & 
Action Plan
: ケーススタディ

教育・アウトリーチを通じた
Promotion
: 生き物調査イベントBioBlitz

• 市民参加型のBioBlitzを
キャンパス内外で開催
- Citizen science 推進
- iNaturalistで可視化

• 各種イベントで報告/発表
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市民参加型の生き物一斉調査（BioBlitz）  

14

写真を撮影 アプリで共有

種類を同定結果を報告

1 2

34専門家

家族 社員

学生

子どもから
高齢者まで

大学を拠点に地域のみんなで生物多様性を見える化  →  生態系の保全・回復計画に活用



弥生BioBlitz
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生きもの
観察

レクチャー

City Nature Challengeと同時開催



撮った生きものを
見せにきてくれた

子どもたち

参加者 ~40人

2023. 4/29 (Sat)
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開催前 開催後

City Nature Challenge 2023: Tokyo（4/28 - 5/1）

弥生キャンパス野球場in 2023

Worldwide as of May 1st …

・ 約250の観察記録、約70の生物種が追加

・ 弥生キャンパスの観察記録は約7倍に増加

joined

identified

recorded
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駒場BioBlitz
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生きもの
観察

レクチャー



2023. 6/25 (Sun)

参加者 ~100人 19
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開催前

開催後

2歳から68歳の約100名が参加し、約350の観察記録、約70の生物種が追加



テントウムシ ミツバチ

ハムシ
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キャンパス緑地面積の変遷調査  
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2019

航空写真の緑地を多角形で近似 → GISを使って多角形の面積を計算



COP28サイドイベントでの発表  
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CFP見える化キャンペーンの概要



キャンペーンの概要

1. CFPが低い『オイルサーディン丼』

の開発

2. 生協食堂の一部メニューのCFPの計算

3. 生協食堂でのCFPの表示（1/22〜1/26）

4. アンケートの実施

CFP見える化キャンペーン

25

CFP（カーボンフットプリント）
＝直接・間接的に排出される温室効果ガスの総量を計算したもの

実際のメニュー表



プロジェクト実施体制
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GXSNで取り組んだこと

❏ CFP表示デザインの作成

❏ アンケート広報の作成

❏ アンケートの作成

❏ ホームページ・SNS等を利用した広報

❏ アンケート結果の分析

主催
● 東京大学消費生活協同組

合
● 銚子発・CFPの見える水

産加工品流通促進協議会

協力
● 東京大学 大学院農学生命

科学研究科 国際水産開発
学研究室

● 東京大学 GX学生ネット
ワーク(GXSN)

● 海洋アライアンス連携研
究機構



CFP表示デザインの作成
デザインの特徴
● 3段階に色分け
● 絵文字の表情

→人目を惹き、かつ分かりやすいデザイン

実際に表示された主なメニュー
● オイルサーディン丼
● グリルチキン
● きつねそば

※いずれも緑（低）のデザインに該当

→利用者からの意見は後ほど！！
27

低

中

高



GXSN特設ページ

● 痒いところに手が届くことを意識

● 学生として、思いを伝えることを意識

→キャンペーン初日で訪問数は300以上！！
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サイトセッション（訪問数）の推移
（赤枠がキャンペーン実施時）

特設ページの一部

『GXSN　CFP』で検索！

　疑問・興味を無駄にしない　

→アンケート回答後のページにリンク



日時：1/22（月）〜1/26（金）
回答数：1432通

インセンティブ
➢ 景品表示法に基づき、

抽選で30名に2000円分のポイントを配布

宣伝方法
➢ 名刺サイズの紙をレジで配布　
➢ ポスターを掲示

回答数アンケート概要
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本郷
中央食堂 駒場食堂 本郷

第２食堂
農学部
食堂 計

409 988 19 16 1432

レジで配布した紙



アンケート内容（全12問）
1. 今日の生協食堂（学食）で、あなたは何を食べましたか？
2. 今日はどの食堂で食べましたか？
3. そのメニューを選んだ理由は何ですか？（複数選択可）
4. 今日食べるメニューを、あなたはどの段階で決めましたか？
5. 以下の4つの丼メニューの温室効果ガス排出量はどの程度だと思いますか？排出量の「小さい順」に並び替え

てみてください。
6. 今日は一部のメニューに、このようなラベルが貼ってありました。あなたはこのラベルに気づきましたか？
7. このラベルは、メニューの温室効果ガス排出量を計算、表示したものです。ラベルの意味は、分かりやすかっ

たですか？
8. 炭素排出量表示ラベルは、あなたのメニュー選びに影響を与えましたか？（ラベルに気づいた方のみ）
9. 「自分が環境に良い（悪い）メニューを食べても、環境問題にあまり影響はない」と、あなたは思いますか？

10. 炭素排出量表示ラベルの取り組みについての要望・改善点を教えてください。 (複数選択可)
11. 以下に挙げるのは、食堂からの温室効果ガス排出量を減らす取り組みの例です。あなたが支持するものを全て

選んでください。支持するものがない場合は「全て支持しない」を選択してください。
12. どのような取り組みがあれば、あなたは環境に良いメニューを選びますか？自由に提案してください

（任意回答）
30



04
食堂利用者アンケートの結果
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東大生が「環境に良い」と思っていたメニューは？

Q. 温室効果ガス排出量の小さい順番に並び替えてください

実際の値　：オイルサーディン丼、ネクストキムチカルビ丼、チキン竜田丼、辛みそ豚丼
平均的回答：ネクストキムチカルビ丼、オイルサーディン丼、チキン竜田丼、辛みそ豚丼

1. 約半数が肉メニューの環境負荷を認識
○ チキン竜田丼と辛みそ豚丼を3位or4位に回答したのは49.4%
○ ランダムに回答すると16.6%なので、一定の認知度は見られる

2. 約一割が完全正解。オイルサーディン丼のギャップが大きい？
○ 1・2位だけでなく、4位も多い傾向
○ 水産物の環境負荷については情報不足？
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オイルサーディン丼は何番目？



表示ラベルは成功していたか？

Q. CFP表示ラベルに気づいたか？
❏ 気づいていたのは26%のみ。
❏ 表示メニューが限られていたことも一因

❏ 表示メニューを食べた人の認知率は約半数
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Q. ラベルの意味は分かりやすかったか？
❏ 「分かりやすかった」という回答が8割
❏ 要望の例

❏ 「もっと目につくところへ置いてほしい」
❏ 「排出量を何かに例えてほしい」
❏ 「もっと詳細を教えてほしい」



CFPラベルは利用者の選択に影響したか？

Q. 表示ラベルはあなたの選択に影響を与えたか？（気づいた方のみ）
❏ 28.5%が「影響を与えた」と回答
❏ ラベルに気づき、さらに行動を変える人は

全体では少数派？
❏ 実際の影響は販売量等を分析する必要がある
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1. 一定の効果はありそう

2. より大きな変化を実現するには、さらなる工夫や、別の取り組みが必要？



CFP表示への支持は過半数。食の「制限」には反対

Q.　以下は食堂からの温室効果ガス排出量を減らす取り組みの例です。あなたが
支持するものを全て選んでください。
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環境「以外」の視点からのアピールが必要？

Q. あなたが今日食べたメニューを選んだ理由は何ですか？（複数選択）
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少ない→

活かせるのかも？→
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最後に …

Photo: UTokyo Fuji Iyashinomori Woodland Study Center



1. 使い
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NPUプロジェクトの活動にご協力いただいた皆さまに感謝申し上げます

NPUプロジェクト活動方針
● 丹下 健 先生
● 橋本 禅 先生
● 香坂 玲 先生
● 吉田 丈人 先生
● 農生科

ライフサイエンス室

ベースライン調査計画
● 宮下 直 先生
● 小川 みふゆ 先生

弥生 & 駒場 BioBlitz
● 東京大学 環境三四郎
● 東京大学 生物学研究会

生物多様性フットプリント分析
● 菊池 康紀 先生
● 東京大学 消費生活協同組合
● Oxford大学 NPUチーム

未来社会協創推進本部 GX推進分科会
経営企画部 GX推進課

弥生 BioBlitz
● OEGs育成プログラム
● DO!NUTS TOKYO
● エコッツェリア協会
● 農生科 環境安全管理室

駒場 BioBlitz
● 佐藤 みどり 先生
● 駒場 環境委員会
● 教養学部 施設課
● 教養学部 学生支援課
● 教養学部 広報室
● 本部 学務課
● 本部 広報課
● イタリアン・トマト

東大駒場店

東大食堂CFP見える化キャンペーン
● 東京大学 消費生活協同組合
● 銚子発・CFPの見える

水産加工品流通促進協議会
● 農生科 国際水産開発学 研究室
● 海洋アライアンス連携研究機構
● 栗栖 聖 先生

CBD COP15
● 小松崎 俊作 先生
● Marcin Jarzebski 先生



ネイチャーポジティブ・アクションを

一緒に起こしませんか？ 
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● Web https://www.utokyo-gxsn.org

● Mail utokyo.gxsn@gmail.com

● Instagram: utokyo_gxsn

● Twitter: @utokyo_gxsn

https://www.utokyo-gxsn.org
mailto:utokyo.gxsn@gmail.com

